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線形空間の基底
V：体 K 上の線形空間．

定義
H ⊂ V が V の基底であるとは次を満たすこと：
I H の任意の有限個の元は K 上線形独立
I V の任意の元は H の有限個の元の K 上線形結合で書ける
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線形空間の基底

定理
任意の線形空間 V は基底をもつ．
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線形空間の基底

系 (定理 12.3)
R の部分集合 H で次を満たすものが存在する：
I 任意の b1, …, bn ∈ H は Q 上線形独立．
I x ∈ R に対して b1,…, bn ∈ H と r1, …, rn ∈ Q が存在して

x = r1b1 + · · ·+ rnbn

を満たす．
I 1 ∈ H.
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